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緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

提出日 2014 年 1 月 30 日 

 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

旭川医科大学病院緩和ケア診療部 

企画名 

かんわケア・カフェ 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

医療機関・介護施設・医師会へのポスター及びチラシの配布 

当日の実施内容について 

日時(期間) 平成 25 年 12 月 21 日 

実 施 場 所 旭川市市民活動交流センターCoCoDe 

参 加 人 数 20 名 

具体的な実施内容： 

まず、第 1部として 2名の演者による提言を行った。 

濵氏には、緩和ケア医の立場から、緩和ケアの現状と、がん医療において早期からの緩和

ケアが行われる必要性が話された。 

次に広瀬氏には、がん体験者の立場から、患者が本当に望んでいることは何か、そのヒン

トになることが話された。 

休憩をはさんだ第 2部では、医療者、介護者、福祉者が気軽に話し合えるツールである「ケ

ア・カフェ」の形式に倣って、4 人掛けのテーブルに分かれて、「いつでもどこでも緩和ケ

アが行われるために」はどうしたらいいか、を自由に話し合ってもらった。その後、席替

えをして、もう一度同じテーマで話し合いを行い、最後に各テーブルで話し合われたこと

をファシリテーターが聞いてまわって、アイデアを全体でシェアした。 

 

効果について(アンケートの結果など) 

アンケート結果を添付する。 

内容については概ね理解されていた。 

今後の同じようなイベントへの参加希望も多数を占めた。 

 

 

その他報告 
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◆チラシ 

 

 

 


